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題
字

町の人口と世帯数
平成28年１月31日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）

広
報
く
ま
の
は
１
部
30円

で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:somu@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,662人 （－178）
　　男：11,966人 （－110）
　　女：12,696人 （－68）
世帯数：10,565世帯 （＋18）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。
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長
見
　
る
か
さ
ん

【
評
】　
全
体
が
、
大
き
な
円

の
形
に
ま
と
ま
り
、
点
画
と

空
白
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も

よ
い
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
画
目
の
縦
画
が
力
強
く
、

二
画
目
の
折
れ
も
、
と
て
も

丁
寧
に
書
け
て
い
ま
す
。
一

画
一
画
が
力
強
く
書
か
れ
、

迫
力
の
あ
る
筆
づ
か
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

【
評
】　
絵
本
「
ぽ
ん
ぽ
ん

山
の
月
」
の
お
話
を
読
ん

で
描
き
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
う
さ
ぎ
を
見
上
げ
る
子

う
さ
ぎ
た
ち
の
表
情
や
配

置
。
指
で
混
色
し
て
作
り

出
し
た
夜
の
色
。
見
る
人

の
心
に
訴
え
か
け
る
作
品

に
な
り
ま
し
た
。
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年
　
水
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村
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さ
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熊
野
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小
学
校
　
１
年
　
浅
田
　
優
真 

さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）
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2－
82
0－
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40

切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

【
た
け
は
ら
町
並
み
雛
め
ぐ
り
】

　
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
町
並
み
で
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
お

ひ
な
さ
ま
を
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
町
並
み
の
店
々
で
も
お
ひ

な
さ
ま
が
待
って
い
ま
す
。

２
月
11
日
（
木
・
祝
）
〜

３
月
21
日
（
月
・
祝
）

町
並
み
保
存
地
区

無
料

※
各
施
設
で
入
館
料
が
必
要
。

（
一
社
）
竹
原
市
観
光
協
会
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光
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県
北
で
は
タ
ズ
、

タ
ズ
ノ
キ
。
た
づ
、

タ
ズ
は
田
鶴
の
意
味

で
、
対
生
す
る
奇
数

羽
状
複
葉
を
、
鶴
が

羽
を
広
げ
た
姿
に
見

た
て
た
よ
う
で
す
。

　
材
の
中
心
部
の
髄

は
太
く
柔
ら
か
い
の

で
、
顕
微
鏡
観
察
の

ピ
ス
に
使
い
ま
す
。
細
胞
を
調

べ
る
に
は
薄
片
を
作
り
ま
す
。

柔
軟
な
葉
な
ど
の
薄
片
を
作
る

時
に
は
、
ニ
ワ
ト
コ
の
髄
に
挟

ん
で
支
え
に
し
て
切
り
ま
す
。

　
山
菜
と
さ
れ
て
い
る
若
芽
は
、

毒
性
の
あ
る
青
酸
配
糖
体
を
含

む
の
で
利
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
花
期
は
３
月
下
旬
〜
４
月
頃
。

枝
先
に
、
淡
い
黄
白
色
の
小
さ

な
花
が
密
集
し
て
咲
き
ま
す
。

　
実
は
直
径
約
４
㎜
と
小
さ
く
、

６
〜
７
月
に
赤
く
熟
し
ま
す
。

　
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布

す
る
落
葉
低
木
。
谷
沿
い
な
ど

や
や
湿
っ
た
所
を
好
み
ま
す
。

熊
野
で
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

（318）

ニワトコ　　　　
（レンプクソウ科）

　
日
本
最
古
の
本
草
書
『
本ほ
ん
ぞ
う草

和わ
み
ょ
う名
』
に
、
「
接
骨
木
、
和
名

美
也
都
古
木
」
と
あ
り
ま
す
。

　
骨
折
や
打
ち
身
な
ど
に
薬
効

が
あ
り
、
漢
名
の
セ
ッ
コ
ツ
ボ

ク
の
名
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

　
ミ
ヤ
ツ
コ
ギ
は
、
木
肌
を
削

り
神
前
に
捧
げ
た
「
宮
仕
う
木
」

が
由
来
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ミ
ヤ
ツ
コ
が
ニ
ワ
ト
コ
に

転
訛
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ミ
ヤ
ツ
コ
ギ
の
名
残
り
と
さ

れ
る
削
り
花
に
は
、
ニ
ワ
ト
コ

が
最
も
多
く
使
わ
れ
ま
す
。
正

月
に
削
り
花
を
持
っ
て
舞
う
行

事
な
ど
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
名
や
ま
た
づ
は
「
迎
へ
」

の
枕
ま
く
ら
こ
と
ば
詞
で
葉
が
対
生
し
向
か
い

合
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。


